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本報告の目的

• 見えにくい「若年女性の貧困化」
• 山田「女性労働の家族依存モデル」からの脱却の必
要性

• 「女性労働の家族依存モデル」こそが、「非正規労働
の労働条件」を規定。しかし、だからこそ「非正規労働
者の貧困問題」の社会問題化過程において「女性非
正規労働者の貧困問題」が、排除される。原因と結果
の「ウロボロスの輪」的循環構造

• 性別役割分業の問題性を、ライフスタイル次元でなく、
非正規労働の労働条件という社会構造次元で問う視
点を強化する必要性



「若年非正規労働者の貧困化」の社会問題化と
そこからの女性労働者の排除

• 「若年非正規労働者の貧困化」を問題視する言説の一例

• 「以前のように家計補助的な主婦パートだけでなく、家計の担い手が非正規で働くケースも
目立つ。正社員になれなかった「不本意就業」も増え、派遣では４割超に上る。しかも、いっ
たん非正規になると教育訓練の機会も少なく、抜け出すのが困難だ。」

• 「この結果、ワーキングプアなど現役世代の貧困が社会問題化してきた。厚生労働省の調
査によれば、正社員の平均月収が約３１万円なのに対し、非正規は約２０万円。勤続年数
が長くなっても賃金は上がらず、格差が開いていく。」

• 「かつては、終身雇用を基本とする日本型雇用のなかで、会社が家族手当や住宅手当など
の現役支援を担った。このため、国の社会保障は年金など高齢者向けに重点化された。だ
が、日本型雇用が崩れ、非正規雇用が増えた現在も、社会保障における現役支援は手薄
なままだ。」

• 「経済的理由から結婚しない人も多く、少子化を加速させている。非正規で働く３０～３４歳
男性の既婚率は２８％で、正社員の５９％を大幅に下回る。」

• →日本型雇用慣行において「家計の担い手」とされた男性の非正規化のみが問題視されて
いる。非正規の若年層も同じ理由から男性のみが問題視されている。主婦パートを「家計
補助的」と位置づけ、そうであれば問題はないという主張を暗黙に含む。当然若年女性、未
婚女性の貧困化の問題も視野の外にある。



アンダークラス化する若年女性？

• アンダークラス化とは？＝社会的排除？
• 物質的剥奪
• 制度からの排除
• 社会関係の欠如
• 劣悪な住居
• 社会参加の欠如
• 経済的ストレス
• 相対的貧困 (阿部彩、201１）
• 若年女性は？



性別年代別年収(国税庁統計）平成23年









図表1 年齢階層別人口に占める単身世帯の割合の推移

• （資料）1985年と2005年は総務省『国勢調査』（実績値）、2030年は国立
社会保障・人口問題研究所編『日本の世帯数の将来推計（全国推計）
―2008年3月推計』による将来推計に基づき、みずほ情報総研作成。





年齢階層別にみた単身世帯の
貧困率（2007年）











若年女性のアンダークラス化

• 若年男性以上の非正規労働比率
• 正規労働への転換の困難さ
• 社会保障制度からの排除
• 未婚化の進行
• 相対的貧困
• 経済的ストレス
• 劣悪な住居
• 「貧困化」する女性



なぜ若者や女性の「貧困化」が見えにくいのか？

• 『若者』の場合
• 家族が若者に対する責
任を果たすべきだという
社会規範

• 20代～30代未婚者の親
との同居率は7割。

• 他方で教育機関の延長
から、移行期を支えられ
ない家族の増加

• 『女性』の場合
• 家族が女性に対する責
任を果たすべきだという
社会規範

• 女性は高齢者以外は男
性よりも単身世帯比率が
低い→「高齢女性の貧困
化」の社会問題化

• 他方で、男性の収入減少
から、家族によって支え
られない女性の比率の
増加→「共働き世帯の貧
困化」の社会問題化



「若年女性の貧困化」はさらに見えにくい？

• 若年かつ女性であることで、家族が責任を負うべきという社会規
範が強い

• 若年男性は将来「家計の担い手」と期待されるが、若年女性は将
来主婦として扶養されるか、「せいぜい家計補助」という位置づけ
のパート労働者になることしか期待されない。

• このことは、日本では、男性フリーター・ニートへの否定的言説を
大量に生み出した。またアメリカでは「未婚シングルマザー」に対
するネガティブなラベリングが生じた。しかし日本では若年女性に
対する否定的言説はあまり多くない（？）。

• けれどもそれは、若者の非正規労働者問題の社会問題化の際、
若年女性を排除することを、正当化。若年女性非正規労働者の貧
困化の社会問題化を、一層困難に。



短時間労働とジェンダーの関連性

• なぜ日本のパート労働者の労働条件は
これほど悪いのか？



非正規労働者に占める女性数 （労働力調査）



若年女性の「貧困化」問題の困難さ

• 「結婚」に還元する問題設定の限界
• まさに「家族依存モデル」に基づく非正規労働
者問題こそが、問題の本質

• 他方、非正規労働者問題に関して、若年男性
やパート主婦とのイメージの相違により、同じ
問題としての社会問題化や連帯が難しい。

• ジェンダーによって生み出されている社会問
題が、ジェンダーが理由となり、社会問題化
が困難に？



性別役割分業が非正規労働の労働条件に与える否定影響

• 性別役割分業は、主として女性のライフスタ
イル選択の問題として、個人レベルで議論さ
れる傾向がある。

• この視点では、性別役割分業が、非正規労
働の労働条件という社会構造レベルの問題
に対する認識がなかなか伝わらない。

• 「性別役割分業が非正規労働者の貧困化問
題を強化・正当化している」という認識の共有
を図ることの重要性。


